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財
政
投
資
と
農
業
発
展
と
の
相
関

ω
物
的
側
面
か
ら
み
た
生
産
性
の
向
上

国
粗
所
得
で
み
た
生
産
性
の
向
と

同
公
共
事
業
費
支
出
の
推
移

削
公
共
事
業
費
と
農
業
所
得
と
の
相
関

財
政
投
資
の
作
用
と
所
得
成
長
の
財
政
投
資
弾
力
性

E 結

序

経
済
の
発
達
史
は
、
多
く
の
国
に
於
て
、
財
政
投
資
が
経
済
の
進
歩
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
役
割
は
資
源
が
在
り
な
が
ら
資
本

の
形
成
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
な
地
域
で
特
に
大
き
か
っ
た
。
北
海
道
農
業
の
発
達
な
ど
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
場
合
に
属
す
る
だ
ろ
う
。
か
か
る
財
政
投
資
の
役

二
七



i¥ 

割
に
関
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
分
析
が
行
わ
れ
、
農
業
の
発
展
経
路
に
財
政
投
資
が
ど
う
作
用
し
た
か
に
つ
い
て
の
多
く
の
知
識
を
与
え
て
い
る
。
然

し
か
か
る
知
識
を
も
っ
て
し
で
も
、
財
政
投
資
の
作
用
、
特
に
農
業
の
経
済
的
発
展
と
の
総
体
的
関
連
に
お
け
る
財
政
投
資
の
作
用
を
一
点
の
疑
間
も
な
く
明
解

に
説
明
し
尽
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

最
近
F
M
V
C
同
!
。
己
吉
伸

kpEぞ
丘
切
の
適
用
で
、
解
明
分
野
が
拡
が
り
つ
つ
あ
る
。
資
料
の
制
約
が
克
服
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、

農
業
経
済
と
の
総
体
的
関
連
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
然
し
、
こ
の
分
析
は
静
態
的
関
連
の
解
明
に
止
る
。
処
が
、
発
展
過
程
で
の
財
政
の
作
用
は
過

程
効
果
の
波
及
と
同
時
に
生
産
力
効
果
を
も
含
む
長
期
動
態
的
な
問
題
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
動
態
的
関
連
に
於
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
唱
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
点
の
解
明
に
関
し
て
、
前
記
活
動
分
析
の
拡
張
は
有
用
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
補
足
的
な
も
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
動
態
分
析
の

こ
れ
に
よ
っ
て
、
財
政
投
資
と

手
法
が
適
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

周
知
の
よ
う
に
動
態
分
析
の
中
核
に
経
済
成
長
率
の
理
論
が
あ
る
。
松
田
教
授
は
既
に
北
海
道
の
主
要
農
産
物
に
つ
い
て
生
産
数
是
総
合
指
数
を
作
製
し
、
戦

前
に
お
け
る
本
道
農
業
の
生
産
性
の
推
移
を
計
測
し
、
そ
こ
に
生
産
の
発
展
趨
勢
を
認
め
た
0
(

註
1
)

こ
の
小
論
で
は
、
先
ず
こ
の
作
業
を
拡
張
し
て
戦
後
に
及
ぼ

し
、
本
道
農
業
の
経
済
的
発
展
の
趨
勢
を
予
知
し
た
上
で
、
成
長
率
理
論
で
い
う
現
実
成
長
率
八
〉
己

E
』
同

hwg
え
の

E
三
『
〉
を
農
業
粗
生
産
に
つ
い
て
計
量

し
、
こ
れ
を
標
識
と
し
て
、
北
海
道
農
業
の
経
済
的
発
展
を
数
量
的
に
客
観
化
し
、
つ
寺
つ
い
て
財
政
投
資
と
の
相
関
を
統
計
的
に
確
め
、
財
政
投
資
の
変
化
に
応

ず
る
農
業
の
経
済
成
長
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
て
、
農
業
発
展
に
対
す
る
財
政
投
資
の
効
果
分
析
に
対
す
る
考
察
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
思
う
。

予

備

的

考

察

同
一
の
規
模
で
経
済
循
環
が
繰
返
さ
れ
る
処
に
経
済
の
発
展
は
な
い
。
少
く
と
も
規
模
の
拡
大
と
、
生
産
性
ひ
い
て
は
所
得
水
準
の
連
続
し
て
の
向
上
が
必
要

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
そ
の
連
続
的
向
上
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
所
謂
発
展
〈
巴

20-。
旧
民
同
居
口
同
〉
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
向
上

が
一
様
な
向
上
の
経
路
を
と
っ
て
い
る
限
り
で
は
、
一
般
に
進
歩
八

p
a
z
E
Vが
あ
る
だ
け
で
、
発
展
が
あ
る
と
は
云
わ
れ
な
い
。
経
済
の
発
展
と
い
う
概
念

は
単
な
る
連
続
的
な
進
歩
の
み
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
ひ
と
つ
の
飛
躍
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
え
註
ヱ
云
う
ま
で
も
な
く
経
済
に
お
け
る
こ
の
様
な
飛
躍
を
可
能



な
ら
し
め
る
も
の
は
所
謂
技
術
革
新
に
他
な
ら
な
い
。
発
展
段
階
説
は
こ
れ
に
関
連
し
て
向
上
の
経
路
を
段
階
的
に
考
え
た
が
、
成
長
率
の
理
論
で
は
、
こ
れ
を

与
件
の
連
続
的
撹
乱
と
こ
れ
に
対
す
る
経
済
の
連
続
的
適
応
と
い
う
形
で
考
え
、
経
済
発
展
を
静
態
に
お
け
る
よ
う
な
所
得
水
準
の
上
昇
で
は
な
く
、
与
件
の
撹

乱
に
伴
う
成
長
率
の
上
昇
で
怠
る
と
規
定
す
る
0
(

註
3
)

こ
の
経
済
の
成
長
を
惹
き
起
す
要
因
、
並
び
に
そ
の
経
路
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
解
明
さ
れ
な
い
問
題
が
非

常
に
多
い
。
然
し
、
少
く
と
も
人
口
や
資
本
そ
し
て
技
術
等
が
成
長
を
規
定
し
て
ゆ
く
基
礎
要
因
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
要
因
の
撹
乱
に
機
能
す
る
も
の
は
、
多

か
れ
少
な
か
れ
経
済
を
発
展
に
導
く
可
能
性
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
。
投
資
は
そ
の
有
力
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

投
資
に
は
粗
投
資
と
純
投
資
が
考
え
ら
れ
る
。
単
に
投
資
と
い
う
場
合
は
純
投
資
を
指
す
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
の
純
投
資
に
は
叉
二
簡
の
も
の
が
区
分
さ

れ
る
。
自
生
投
資
(
独
立
投
資
)
〈
k
p
g

件。E
E
g
m
岡
田
4

2円

E
B同
〉
と
誘
発
投
資
〈
F
L
5
0《H
H
E
4
2
仲
間
耳
目
同
〉
と
云
わ
れ
る
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
自
生
投
資

と
は
国
民
所
得
の
前
期
の
増
加
に
依
存
せ
ず
、
国
民
所
得
水
準
と
は
独
立
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
純
投
資
の
う
ち
国
民
所
得
水
準
乃
至
は
こ
の
水
準
の
変

化
の
函
数
で
な
い
部
分
を
云
う
の
で
あ
り
、
誘
発
投
資
と
は
国
民
所
得
の
前
期
の
増
加
に
依
存
し
、
国
民
所
得
水
準
の
変
動
に
呼
応
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
純
投
資
の
う
ち
国
民
所
得
の
函
数
と
考
え
ら
れ
る
部
分
を
い
う
の
で
あ
る
。
自
生
投
資
決
意
は
新
し
い
利
潤
獲
得
機
会
の
予
想
に
関
連
す
る
o

市
し
て
こ
の

利
潤
獲
得
機
会
は
発
明
、
発
見
、
新
資
源
の
出
現
、
人
口
及
び
生
産
の
増
加
な
ど
に
基
ず
い
て
起
る
。
換
言
す
れ
ば
、
自
生
投
資
は
経
済
社
会
の
動
態
的
成
長
と

技
術
、
政
治
制
度
な
ど
の
経
済
外
的
な
諸
要
因
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。
自
生
投
資
の
量
の
変
動
は
勿
論
新
し
い
利
潤
獲
得
機
会
だ
け
に
関
係
す
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
れ
は
生
産
費
と
価
格
の
水
準
並
び
に
そ
の
変
化
の
方
向
に
も
依
存
す
る
の
で
あ
る
。
(
註
と
何
故
な
ら
投
資
は
利
潤
の
見
込
に
関
連
し
、
利
潤
の
見
込
は
生

産
費
と
価
格
の
水
準
並
び
に
そ
の
変
化
に
依
存
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
経
済
の
発
展
即
ち
成
長
率
の
飛
躍
的
な
上
昇
に
影
響
す
る
の
は
こ
の
自
生
投
資

で
あ
る
。
事
実
自
生
投
資
は
退
去
に
お
け
る
資
本
主
義
の
経
済
的
進
歩
に
大
き
く
影
響
し
た
。
と
こ
ろ
で
自
生
投
資
(
独
立
投
資
〉
と
は
ど
ん
な
も
の
な
ん
だ
ろ

ぅ
。
出
仙
台
宮
に
依
れ
ば
発
明
、
発
見
に
直
接
反
応
し
て
起
る
投
資
、
長
い
期
間
に
依
つ
て
は
じ
め
て
償
わ
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
長
期
投
資
の
大
部
分
並
び
に
公
共

投
資
が
こ
れ
で
あ
る
と
さ
れ
る
0
(

註
5
)

序
章
で
表
明
し
た
よ
う
に
、
こ
の
小
論
で
は
公
共
投
資
の
北
海
道
農
業
の
発
展
に
果
し
た
役
割
を
問
題
に
し
て
い
る
。
自

生
投
資
中
こ
の
公
共
投
資
な
る
も
の
は
、
一
般
的
に
経
済
の
発
展
の
お
く
れ
て
い
る
処
で
も
或
は
叉
高
度
に
進
ん
だ
処
で
も
、
統
御
可
能
な
投
資
と
し
て
、
そ
の

役
割
を
期
待
さ
れ
来
っ
た
も
の
で
あ
る
O
(

註
£
後
進
国
で
は
公
共
投
資
が
自
生
投
資
の
大
宗
を
成
し
、
発
展
し
た
経
済
社
会
で
も
、
そ
れ
は
、
私
企
業
の
貯
蓄
と

投
資
の
不
一
致
を
補
う
も
の
と
し
て
、
そ
の
意
義
を
高
め
つ
つ
あ
る
。

二
九
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我
が
国
の
場
合
、
公
共
投
資
に
は
公
益
企
業
に
よ
る
投
資
と
政
府
に
よ
る
投
資
、
政
府
に
よ
る
投
資
に
は
所
謂
国
の
財
政
投
融
資
、
公
共
事
業
支
出
、
官
業
投

資
、
並
び
に
地
方
自
治
体
の
こ
れ
に
類
す
る
単
独
投
資
、
融
資
が
あ
る
。
う
ち
公
共
事
業
支
出
と
官
業
投
資
の
総
て
は
直
接
投
資
で
あ
り
、
財
政
投
融
資
は
間
楼

投
資
の
形
を
と
る
。
独
立
投
資
の
作
用
に
は
過
程
効
果
に
依
る
所
得
の
発
生
作
用
、
生
産
力
効
果
に
依
る
産
出
能
力
の
創
出
作
用
が
あ
る
。
公
共
投
資
は
総
て
こ

れ
ら
の
作
用
を
も
つ
が
、
直
接
投
資
の
作
用
は
一
次
的
に
は
所
得
発
生
効
果
に
機
能
し
、
間
接
投
資
の
作
用
は
生
産
力
創
出
効
果
に
機
能
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

我
々
の
研
究
目
的
は
、
か
か
る
公
共
投
資
の
う
ち
公
益
企
業
に
依
る
投
資
を
除
く
直
接
投
資
と
間
接
投
資
の
総
て
を
取
り
あ
げ
そ
れ
が
北
海
道
農
業
の
発
展
、
経

済
的
成
長
に
ど
う
作
用
し
た
か
を
実
証
的
に
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。

か
か
る
研
究
目
的
達
成
の
た
め
に
、
先
ず
我
々
は
国
及
び
地
方
の
財
政
を
通
じ
て
の
投
資
の
突
積
を
比
較
的
長
期
間
に
一
旦
っ
て
出
来
る
だ
け
確
実
に
知
ら
ね
ば

な
ら
な
い
し
、
又
農
業
発
展
の
指
標
と
な
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
少
く
と
も
農
業
所
得
に
つ
い
て
、
同
様
な
知
識
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

種
の
知
識
を
得
る
た
め
の
資
料
は
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
。
国
全
体
に
関
す
る
も
の
で
も
難
し
い
が
、
地
域
経
済
と
地
域
に
展
開
す
る
財
政
に
関
し
て
の
こ
の
極

資
料
の
欠
除
は
一
一
層
住
だ
し
い
。
特
に
タ
イ
ム
シ
リ
ー
ズ
に
整
理
し
て
断
層
を
生
じ
な
い
も
の
と
な
る
と
極
め
て
狭
い
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
資
料
事
情
に
お
け
る

こ
の
様
な
制
約
か
ら
研
究
の
範
囲
は
自
ら
制
限
さ
れ
る
。
こ
の
小
論
に
お
い
て
は
、
観
察
の
中
心
と
な
る
時
期
を
昭
和
二
年
乃
至
昭
和
三
十
一
年
の
四
十
三
年
間

に
お
き
、
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
一
つ
で
あ
る
財
政
投
資
に
つ
い
て
は
、
国
の
北
海
道
に
対
す
る
直
接
投
資
中
公
共
事
業
費
と
考
え
ら
れ
る
も
の
だ
け
を
、
そ
し
て
他
の

一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
農
業
所
得
に
つ
い
て
は
、
農
業
粗
宅
産
〈
昭
和
二
年
乃
至
二
十
六
年
ま
で
は
産
業
別
生
産
額
、
昭
和
二
十
七
年
以
降
は
道
民
所
得

推
計
に
依
る
農
業
生
産
額
〉
を
夫
人
ベ
取
り
あ
げ
る
程
度
に
実
証
の
範
囲
を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
こ
こ
で
取
り
挙
げ
た
観
察
期
間
は
、
そ

の
な
か
に
戦
前
、
戦
後
に
お
け
る
二
つ
の
大
き
な
投
資
計
画
、
即
ち
第

E
期
拓
殖
計
画
〈
昭
和
二
年

t
昭
和
二
十
一
年
〉
と
北
海
道
総
合
開
発
第
一
次
五
ヶ
年

計
画
八
昭
和
二
十
七
年

t
昭
和
三
十
一
年
〉
を
含
む
の
で
あ
っ
て
、
略
分
析
の
目
的
に
治
い
う
る
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
財
政
投
資
に
つ
い
て

は
、
国
の
公
共
事
業
費
し
か
取
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
れ
自
体
、
財
政
投
資
の
総
合
作
用
の
実
証
分
析
を
否
定
し
、
農
業
所
得
に
つ
い
て
は
純
所
得

を
と
り
あ
げ
ら
れ
ず
粗
所
得
を
用
い
た
上
に
、
こ
の
粗
所
得
に
つ
い
て
も
、
観
察
期
聞
を
通
じ
て
同
一
の
デ
ー
タ
に
依
り
え
な
か
っ
た
こ
と
が
、
経
済
成
長
の
厳

密
な
量
的
把
握
を
否
定
す
る
と
い
う
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
然
し
デ
ー
タ
ー
か
ら
発
生
す
る
こ
う
し
た
問
題
は
、
財
政
投
資
の
農
業
経
済
の
発
展
に
対
す
る
役
割

の
認
識
が
、
こ
の
種
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
使
っ
た
の
で
は
、
人
よ
く
不
可
能
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
少
く
と
も
我
々
は
農
業
粗
所
得
の
成
長
に
対
し



て
、
直
接
投
資
た
る
公
共
事
業
費
が
ど
う
い
う
機
能
を
果
し
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
を
通
じ
て
財
政
支
出
の
県
民
業
経
済
発
展
に
対
す
る
作
用
、
効
果
の

認
識
を
前
進
さ
せ
る
こ
止
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

叙
上
の
よ
う
に
我
々
は
こ
の
研
究
で
、
所
謂
直
接
投
資
の
み
を
取
り
扱
う
訳
だ
が
、
直
接
投
資
の
作
用
は
、
一
般
論
的
に
は
既
述
し
た
よ
う
に
、
過
程
効
果
に

よ
る
所
得
の
発
生
作
用
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
農
業
生
産
に
対
応
せ
し
め
て
、
此
一
緬
に
み
る
と
、
直
接
投
資
の
な
か
に
も
、
農
業
設
備
投
資
と
な
っ
て

生
産
力
の
創
出
に
強
く
作
用
す
る
も
の
、
つ
ま
り
、
第
一
次
的
に
生
産
力
効
果
に
作
用
す
る
も
の
が
可
成
り
あ
る
o

公
共
事
業
費
中
の
農
業
関
係
即
ち
土
地
改
良

費
、
開
拓
費
等
は
こ
れ
で
あ
る
。
云
う
毒
で
も
な
く
、
投
資
が
過
程
効
果
と
生
産
力
効
果
に
機
能
す
る
径
路
は
異
な
る
し
、
そ
の
効
果
を
生
む
に
要
す
る
時
間
も

叉
異
な
る
。
生
産
刀
効
果
は
過
程
効
果
に
く
ら
べ
て
比
較
的
長
期
に
一
日
一
っ
て
持
続
す
る
だ
ろ
う
。
然
し
な
が
ら
現
実
に
は
、
こ
れ
ら
の
効
果
が
複
合
し
て
農
業
所

得
の
成
長
に
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
尤
も
農
業
所
得
の
成
長
を
規
定
す
る
要
因
は
財
政
投
資
の
み
で
は
な
い
。
財
政
投
資
が
増
加
し
て
も
、
他
の
要
因
が
こ

れ
と
ど
う
関
連
し
て
動
く
か
で
、
効
果
が
大
と
も
な
れ
ば
小
と
も
な
る
し
、
速
く
も
現
わ
れ
れ
ば
叉
遅
く
も
な
る
。
時
に
は
そ
の
効
果
が
所
得
成
長
に
現
わ
れ
た

こ
の
小
論
で
は
、
財
政
投
資
の
変
化
が
常
に
農
業
所
得
の
変
動
を
惹
き
起
し
、
農
業
所
得
の
変
動
は
、
財
政
投
資
の

い
こ
と
だ
っ
て
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

変
化
を
き
れ
い
に
反
映
す
る
も
の
と
仮
定
し
よ
う
。

〔

M
J
H

片
道
局
)
瀬
排
卵
部
議
-

こ
の
よ
う
な
仮
定
の
も
と
で
は
、
農
業
所
得
と
財
政
投
資
の
関
係
を

J
F
H
同

(
u
p
u内
H
I
M
-
-
:
・
:
u
p
L
)

子
日
片
道
局
〉
翠
興
対
勝
〕
な
る
函
数
関
係
に
把
え
、
財
政
投
資
の
作
用
の
大
き
さ
を
、
弾
力
性
概
念
の
適
用
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出

来
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
算
式
は
次
の
如
き
も
の
と
な
ろ
う
。

イ
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ヘ
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ヤ
日
油
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治
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大
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松
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共
論
文
「
北
海
道
に
於
け
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主
要
農
産
物
綜
合
生
産
指
数
に
関
す

る
研
究
」
参
照

側
高
橋
長
太
郎
著
「
財
政
と
経
済
発
展
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春
秋
社
刊
財
政
と
資
本
主
義
経
済
、

S
ミ
・
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司
句
・

7
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棚
沢
回
収
二
郎
論
「
技
術
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の
効
果
分
析
」
大
明
堂
刊
、
現
代
農
業
分
析
の
展
望
所
載
司
唱
・

8
吋
ム
苫
参
照
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財
政
投
資
と
農
業
発
展
と
の
相
関

物
的
側
面
か
ら
み
た
生
産
性
の
向
上

4

・A
農
業
発
展
の
基
礎
は
生
産
性
の
向
上
に
あ
る
。
北
海
道
に
お
い
て
農
業
生
産
の
趨
勢
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
先
ず
、
物
的
生
産
の
変
動
側
面
に

た
ず
ね
て
み
よ
う
。
北
海
道
農
業
が
そ
の
外
延
的
展
開
を
ほ
ぼ
終
え
た
大
豆
一
二
年
(
一
九
一
四
年
)
以
降
、
昭
和
三
十
一
年
こ
九
五
六
年
)
に
至
る
四
二
ヶ
年

聞
に
つ
い
て
、
主
要
島
民
笛
産
物
の
総
合
生
産
数
量
指
数
(
註
8
)
を
作
製
す
る
と
A
表
の
よ
う
に
な
る
。

註
倒
こ
の
指
数
は
、
北
大
農
学
部
邦
文
紀
要

d
R
C
F
N
'
Z
P
H

二
九
五
四
)
所
載
の
「
北
海
道
主
要
農
宙
産
物
指
数
」
の
作
製
に
用
い
た
も
の
と
全
く

同
じ
算
定
方
式
を
用
い
た
。
然
し
、
こ
の
指
数
は
、
前
掲
論
文
で
発
表
さ
れ
た
も
の
と
は
若
干
異
な
る
。
以
前
に
発
表
し
た
指
数
は
、
米
、
麦
、
馬
鈴
薯

等
主
要
農
作
物
の
生
産
数
量
を
綜
合
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
指
数
に
は
牛
乳
を
含
め
て
あ
る
し
、
又
米
を
除
い
た
畑
作
物
だ
け
の
指
数
を
別
箇
に
作

製
し
て
あ
る
o

又
以
前
の
指
数
に
は
大
正
三
年
か
ら
昭
和
十
九
年
に
到
る
期
間
を
対
象
に
し
戦
後
を
含
ん
で
い
な
い
が
、
こ
の
指
数
に
は
昭
和
二
十
年
か

ら
昭
和
三
十
一
年
に
至
る
戦
後
の
期
間
を
含
ん
で
い
る
。

紙
巾
に
余
裕
が
な
く
、
充
分
な
説
明
が
出
来
な
い
が
、
農
業
生
産
は
総
体
と
し
て
み
る
と
、
上
昇
趨
勢
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
上
昇
傾
向
を
問
帰
直
線
を
以
て

一
示
す
と
、
次
式
の
如
く
な
る
。

ベ
H

山一

u
.
u
ι
+
0
.
u
h
F
同

「
可
h

h
岬
叫
州
同
町
怒
川
貯
同
州
鴨
神
仙
剛
持
問
ゆ
常
時
片

J

f
同
日
正
八
同
凶
状
川
町

-~H「
パ
差
問
問
「
け
雨
明
野

L

年
々
の
上
昇
率
は
小
さ
い
が
、
兎
も
角
も
農
業
生
産
は
上
昇
し
て
き
て
い
る
。

A
表
は
叉
生
産
の
上
昇
率
が
割
に
小
さ
い
の
は
、
畑
作
生
産
が
伸
び
悩
ん
で
い



、、‘B
，，，

水
搾
旦
里

除
稲
乳

総
指
畑
合
数

産
数
生
指
稲
量
水
数

搾
旦
旦
合
乳
Jrt-

、
合
数
総
指

A 

大正 昭和
3 40.4 22.0 80.6 11 100.0 100.0 100.0 
5 45.7 29.0 81. 2 12 113.5 114.0 114.0 
4 44.5 30.0 73.6 13 113.0 120.0 107.3 

14 110.3 119.0 10:3.0 
6 50. 1 28.0 95.9 15 76.8 67.0 82. 7 
7 47.6 30.0 83.3 
8 50.4 31. 0 92.8 16 57.7 47.0 66.6 
9 49.3 41. 0 69.5 17 83.9 96.0 74. 1 
10 62.0 48.0 92.2 18 79.4 104.0 62.2 

19 69.9 101.0 49.5 
11 56.2 44.0 75.8 20 23.ヲ 34.6 15.8 
12 61.8 51. 0 78.7 
13 62.4 58.0 r7004 .8 21 56.7 80. 1 40.9 
14 84.6 73.0 .0 22 47. 7 69.0 34.5 
15 49.9 38.0 6ラ.6 23 58.3 85.4 41 4 
昭和 24 59.8 81. 3 45.6 
2 81. 2 87.0 81. 6 25 69‘7 92.6 53.6 
3 80.8 95.0 74.4 
4 81. 5 83.0 83.8 26 70. 7 77.3 63.9 
5 94.3 99.0 94.4 27 82.2 92.1 72.3 

28 57.5 58.4 53.0 
6 49.6 37.0 62.1 29 46.4 42.5 45.4 
7 39.5 30.0 48.0 30 97. 1 107.5 83.8 
8 106.8 111.0 31 51.9 38.0 60.2 
9 76.1 60.0 92. 1 
10 63. 1 52.0 72.2 
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四

'"省事》

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
総
生
産
に
つ
い
て
と
同
様
、
回
帰
直
線
を
も
っ
て
示
す
と
、
水
稲
及

び
畑
作
の
推
移
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

J
へ
胃

H
品

u
.
H
m
+
ヶ
-
O
同

J
『
岡

H
H
泊
目

-
U
0
1
0
・∞一
w
門

「

J
F
H
H
R
設
局
〉
降
雨
糊
宜
思
議
湾

J

f
d
へ
可
日
資
守
見
)
降
雨
糊
沖
剛
蕊
糊
片
」

鈎

水
稲
生
産
の
上
昇
率
は
著
る
し
く
高
い
が
、
畑
作
で
は
逆
に
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
尤
も

" 

こ
の
指
数
に
は
畑
作
物
と
し
て
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
る
飼
料
作
物
及
び
園
芸
作
物
を
含
ん
で
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
指
数
で
も
っ
て
直
ち
に
畑
生
産
が
下
降
し
つ
つ
あ
る
と
断
定
す
る
こ

19 11 

と
は
慎
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
が
然
し
、
こ
の
畑
作
指
数
の
要
素
に
は
、
馬
鈴
商
省
、
燕
麦
、
小

麦
、
六
麦
、
玉
萄
黍
、
大
小
豆
、
菜
一
豆
、
腕
豆
、

り
、
こ
れ
ら
の
畑
作
物
は
、
昭
和
十
一
年
の
生
産
価
値
額
で
み
る
と
、
水
稲
と
合
し
て
農
業
総

ビ
ー
ト
、

薄
荷
、

除
虫
菊
が
採
ら
れ
て
お

生
産
額
の
七
六
・
六
%
に
達
す
る
生
産
を
揚
げ
て
い
る
か
ら
、

畑
作
の
生
産
趨
勢
を
支
配
す
る

に
足
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
畑
作
生
産
の
下
降
傾
向
は
、
ほ
ぼ
決
定
的
な
も
の
と
み
て

よ
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
北
海
道
農
業
の
物
的
生
産
が
上
昇
傾
向
を
も
つ
の
は
、

実
の
処
、
水
稲
生
産
の
上
昇
に
依
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

的
直

t3、 15" 2. 8 
-. (昭和}

粗
所
得
で
み
た
農
業
生
産
性
の
向
上

云
う
ま
で
も
な
く
、
物
的
生
産
が
上
昇
し
て
も
、
こ
れ
が
所
得
の
増
加
を
伴
わ
な
け
れ
ば
、

s ミ~II

農
業
の
経
済
的
な
進
歩
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
次
に
所
得
的
側
面
か
ら
生
産
性
の
変

動
を
検
討
し
よ
う
。
こ
の
た
め
に
は
生
産
の
変
化
に
対
応
す
る
価
格
と
生
産
費
の
変
化
を
知
る

必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
生
産
費
の
変
化
が
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
価
格
の
変
化

だ
け
を
取
り
入
れ
て
、
粗
生
産
額
つ
ま
り
粗
所
得
の
変
動
を
み
る
に
止
め
る
。

o 
a 



表B 

農業従事者 1
人当生産額

百万円 9百 円 円

昭和 2 150.63 80.6 19.08 284.4 
3 156.14 83.5 19.34 292.3 
4 160.86 86.0 19.65 295.4 
う 144.86 77.5 19.37 258.7 

6 94.19 50.4 10.81 164.6 
7 100.68 53.8 11. 17 171. 2 
8 164.85 88.2 17.75 274.6 
9 143.84 76.9 15.27 239.8 
10 128.41 68. 7 13.40 210.3 

11 186.97 100.0 19.21 304. 1 
12 198.55 106.2 20.19 324.4 
13 215.96 115.5 21. 97 360.3 
14 276.22 147.7 28.23 468.3 

15 208.17 111.3 21.40 359. 1 
16 166.88 89.3 18.09 303.6 
17 214.86 114.9 23.93 399.9 
18 245.64 131. 4 27.78 453.8 

22 502.56 268.8 67.62 
23 315.34 168. 7 44.04 783.6 

27 202.90 108.5 27.12 287.8 
~8 186.89 100.0 24.42 259.1 
29 193.67 103.6 25.09 285.6 
20 291. 70 156.0 36.96 435.6 
31 202.60 108.4 25.54 295.5 

耕地面積 l反
歩当生産額

年
準
日
茎
，，aaE
、、
左
数
同
指

農畜産生産額次年

昭
和
二
年
以
降
に
お
け
る
本
道
の
農
畜
産
物
生
産
総
額
を
、

く但し価額は昭ト11年円価>

日
銀
卸
売
物
価
指
数
〈
昭
和
九

t
十
一
年
一

O
O〉
で
デ
フ
レ

ー
ト
と
し
て
、
そ
の
推
移
を
み
る
と
、

B
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
を
み
る
と
、
粗
生
産
額
は
九
四

O
O万
円
を
最
低
と
し

て
、
物
的
生
産
の
場
合
よ
り
は
や
や
小
さ
な
変
動
率
で
増
大
し

て
い
る
の
を
知
る
。
そ
の
趨
勢
を
問
帰
直
線
に
あ
て
は
め
て
一
示

す
と
次
式
の
よ
う
に
な
る
。

岡
崎

z

d
「

H

H

M
品
・
a
+
品
・
吋
M
H

こ
れ
は
計
測
の
年
次
が
違
う
の
で
、
物
的
生
産
の
上
昇
趨
勢

と
直
接
に
は
比
較
出
来
な
い
が
、
物
的
生
産
で
み
ら
れ
た
と
同

様
に
、
農
業
生
産
は
粗
生
産
額
で
み
て
も
増
加
趨
勢
を
も
っ
て

い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

以
上
で
物
的
生
産
が
上
昇
し
、
そ
の
粗
生
産
額
も
ま
た
増
大

し
た
事
を
知
っ
た
が
、
こ
れ
を
以
て
直
ち
に
本
道
農
業
の
生
産

性
は
向
上
し
た
と
は
い
い
切
れ
な
い
。
労
働
の
生
産
性
が
問
わ

れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
れ
を
示
す
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
農

業
従
事
者
一
人
当
り
粗
生
産
額
を
計
算
し
て
み
る
と
、

B
表
四

欄
を
得
る
o

こ
れ
に
同
帰
直
線
を
あ
て
は
め
て
み
る
o

す
る
と

z
 

d
円

H
M
U
A
山
・
】
+
品
・

3
同
と
な
っ
た
。
労
働
の
生
産
性
も
叉
上

五
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昇
傾
向
を
示
し
た
。
北
海
道
農
業
は
少
く
と
も
大
正
三
年
以
降
今
日
ま
で
の
聞
に
於
て
は
、
そ
の
生
産
性
を
向
上
し

得
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
生
産
性
向
上
の
基
礎
に
生
産
要
因
の
成
長
と
技
術
の
進
歩
が
あ
り
、
特
に
資
本
の
成
長
と
技
術
の
進
歩
が

大
き
く
貢
献
し
た
と
思
わ
れ
る
。
(
註
9
)

財
政
投
資
は
一
一
回
で
こ
う
し
た
生
産
要
因
の
補
強
に
機
能
し
て
、
物
的
生
産

の
拡
大
に
役
立
つ
と
共
に
、
他
価
で
は
需
要
過
程
に
作
用
し
て
、
直
接
間
接
に
農
業
所
得
の
上
昇
に
役
立
っ
た
と
み

ら
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
財
政
投
資
の
動
き
を
し
ら
ベ
こ
れ
と
農
業
所
得
の
上
昇
傾
向
と
の
間
に
統
計
的
相
関
を
認
め

う
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
よ
う
。

註
仰
耕
地
一
一
反
歩
当
り
の
農
業
粗
生
産
額
を
算
出
し
、
こ
の
推
移
に
回
帰
直
線
を
あ
て
は
め
て
み
る
と

Z
 

J
門

H
G
-
M
A
+
0・
吋

M
H
と
な
る
。
こ
れ
は
労
働
生
産
性
と
同
様
、
土
地
生
産
性
も
又
上
昇
し
て
念
て
い
る

事
を
示
す
。
土
地
の
拡
大
が
強
く
制
限
さ
れ
た
状
態
の
も
と
で
労
働
生
産
性
と
土
地
生
産
性
が
と
も
に
そ
ろ

っ
て
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
事
実
の
背
後
に
技
術
の
進
歩
を
伴
っ
た
資
本
集
約
化
の
進
展
を
察
知
し
う
る
で

あ
ろ
う
。

o z ， 

(3) 

公
共
事
業
費
総
額
農
業
関
係
費
の
推
移

第
H
期
拓
計
に
お
け
る
拓
殖
費
と
昭
和
二
十
二
年
以
降
支
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
公
共
事
業
費
を
略
同
質
的
な

も
の
と
み
て
、
所
謂
公
共
事
業
費
と
い
う
呼
称
で
統
一
し
、
こ
の
年
々
の
支
出
額
を
、
前
述
農
業
生
産
額
同
様
日
銀

卸
売
物
価
指
数
で
デ
ア
レ
l
卜
し
た
値
で
表
示
す
れ
ば
、

C
表
の
よ
う
に
な
る
。
投
資
量
琵
び
に
使
途
配
分
に
変

化
は
あ
る
が
、
み
ら
れ
る
通
り
、
年
々
連
続
し
て
独
立
投
資
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
使
途
配
分
が
違
え
ば
効
果
も

違
う
点
を
考
慮
し
て
、
土
地
改
良
、
開
桁
等
農
業
生
産
に
直
接
結
び
つ
く
支
出
を
農
業
関
係
費
と
し
て
別
項
に
と
り

出
せ
ば
、

C
表
二

t
四
欄
の
如
く
に
な
る
。
農
業
関
係
号
、
は
農
業
に
対
し
て
生
産
力
効
果
を
通
じ
て
そ
の
所
得
の
上

弁
に
機
能
し
う
る
経
費
を
多
分
に
包
含
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
公
共
事
業
費
一
般
の
農
業
所
得
上
昇
へ
の
機
能
と
は

そ
の
作
用
構
造
を
異
に
す
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
投
資
効
果
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
を
区
分
し

o 



C 

昭和

2 23.2 5.24 1.62 3.6211 17 1. 94 0.63 1. 31 

3 24.5 ラ.58 2.17 3.4111 18 23. 2.44 0.50， 1. 94 

4 24.9 6.01 2.64 3.3711 19 34.7 12.35 0.57 11. 78 

5 28.1 7.10 3.09 4.01 20 30.8 10.95 0.41 10.54 

6 30.1 7.17 3.36 3.81 21 15.27 

7 31. 9 6.63 2.86 22 5.64 

8 29.9 ラ.79 2凪68 3.11 23 23.8! 11. 991 7.71 4.25 

9 26.7 ラ.40 2.53 2.87 24 18.21 5.951 4.90 1. 05 

10 23.5 4.94 2.38 2.56 19.01 5.911 4.41 1. 50 

25.11 4.47 1. 99 2.48 22.11 6.881 3.78 3.10 

12 22.2 3.45 1. 76 1.69 27 4.54 

13 19.2 2.45 1. 21 1.24 28 42.01 13.041 6.90 6.14 

14 19.6 2.04 1. 05 0.9911 29 4.73 43.8' 8.60! 3.87 

30 15 20.3 2.15 0.90 4.67 

25.2 2.45 0.74 1. 71 31 52.7 8.771 3.99 4.78 

年次!五訓

て
考
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

独
立
投
資
を
公
共
事
業
費
一
般
と
農
業
関
係
費
に
分
け
て
み
る
と
、
丙

者
の
動
き
に
は
、
か
な
り
相
違
が
あ
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
農
業
関

係
資
の
方
が
投
資
量
変
動
が
大
き
く
伸
び
が
小
さ
い
。
そ
の
趨
勢
を
み
る

べ
く
、

C
表
第
一
、
第
二
欄
に
回
帰
直
線
を
当
て
は
め
て
み
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。

叫
吋
苫

時
げ
い
肘
制
滞
期
務d
滋
H
4
H
M
0
・0
+

0

・E
M
同

同

岬

拙

岬

週

来

桝

岬

h

d
「

H
A山
-
M
吋
十

0
・U
U
帥

両
者
共
に
増
加
趨
勢
を
示
し
て
い
る
が
、
農
業
関
係
費
の
趨
勢
は
相
対
的

に
弱
い
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
。
こ
の
様
な
相
違
は
両
者
の
投
資
の
作
用

に
相
違
を
生
ぜ
し
め
る
他
の
要
素
と
な
ろ
う
。

(4) 

公
共
事
業
費
と
農
業
粗
所
得
と
の
相
関

年
々
の
投
資
は
目
的
そ
の
他
投
資
条
件
を
異
に
す
る
多
く
の
使
途
に
割

当
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
作
用
が
一
時
的
な
投
資
も
あ
れ
ば
持
続
的

な
も
の
も
あ
ろ
う
。
効
果
が
速
く
出
る
も
の
も
あ
れ
ば
遅
い
も
の
も
あ
る

効
果
波
及
の
速
度
、
大
さ
も
一
様
で
は
な
い
。

投
資
と
所
得
の
相
関
を
問
題
に
す
る
場
合
、
種
々
に
配
分
さ
れ
る
投
資

の
全
体
と
し
て
の
作
用
な
り
効
果
な
り
が
、
投
資
の
時
期
か
ら
ど
れ
位
ず

れ
て
現
わ
れ
る
か
が
考
慮
す
べ
き
大
切
な
点
と
な
る
。

一
般
的
に
云
っ
て
、
こ
の
全
体
と
し
て
の
効
果
は
、
投
資
の
時
期
か
ム

七



多
少
と
も
遅
れ
た
時
期
の
所
得
に
反
映
す
る
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。

い
ま
が
を

t
期
の
所
得
、
討
を

t
期
の
財
政
投
資
と
す
れ
ば

ノL

こ
の
関
係
は
J
F
H
交
が
ム
〉
と
表
わ
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
尤
も
独
立
投
資
に
も
作
用

の
持
続
な
ら
び
に
波
及
が
あ
る
か
ら
、
よ
り
厳
密
に
は
、
こ
の
関
係
は
、
J
F
H
同

(
M
p
u
p
-
r
u令
1
同・
:
:
-
u
p
l
M
〉
と
想
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

然
し
、
こ
こ
で
は
、
計
算
の
都
合
で
、
前
半
相
の
関
係
式
を
採
り
、
d

へ
と
凶
の
相
関
の
最
も
高
い

2
1
3
期
を
採
し
て
、
財
政
投
資
と
農
業
粗
生
産
額
の
相
関
度

を
確
定
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。

試
算
し
た

gmo
と
そ
の
各
々
の
場
合
の
相
関
係
数
を
示
す
と
次
表
の
如
く
で
あ
る
。
公
共
事
業
投
資
は
投
資
の
行
わ
れ
た
年
の
生
産
額
に
は
何
等
の
相
関
を
も

数
持
た
な
い
が
、
一
年
後
れ
の
年
の
生
産
額
と
は
ど
う
や
ら
正
の
相
関
を
示
す
。
然
し
、
一
一
年
後
れ
の
年
と
で
は
、
相
関
は
殆
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
コ
一
年
遅
れ
の
年
と

で
は
も
う
全
く
相
関
を
示
さ
な
い
。
斯
く
公
共
事
業
費
総
額
の
農
業
籾
所
得
と
の
相

係

0.0063 

0.5704 

0.4143 

0.2975 

Yt = t期の農業粗生産額

Yも=t期の公共事業数総額

関ホ日case 

Yt = fCXt) 

Yも=f(Xt-l) 

Y色=fCXt-2) 

Yt = f(Xt-a) 

で
あ
る
。

C制 !相関係数

0.7519 

0.7241 

0.3867 

0.3700 

Yt = f(Xt) 

Yt = f(Xt_.) 

Yt = f(X，ド2)

Yt = f(Xt-3) 

Yt = t期の農業粗生産額

九 =t期の農業関係費

関
は
予
想
以
上
に
低
い
。
そ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
投
資
の
翌
年
の
粗
所
得
と
ま
あ

ま
あ
相
関
あ
り
と
い
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
農
業
関
係
関
係
費
と
農
業
料
所

得
の
関
係
に
な
る
と
か
な
り
こ
れ
と
は
違
っ
て
く
る
。
即
ち
、
次
表
に
一
示
さ
れ
て
い

る
様
に
、
農
業
関
係
投
資
は
当
該
年
の
農
業
所
得
と
の
相
関
が
最
も
強
く
、

}
年
後

れ
の
年
の
所
得
と
も
か
な
り
ハ
ツ
キ
リ
し
た
正
の
相
関
を
も
っ
て
い
る
が
、
二
年
お

く
れ
三
年
お
く
れ
の
年
の
も
の
と
は
も
う
殆
ん
ど
相
関
を
示
さ
な
い
。
そ
し
て
、
当

該
年
並
び
に
一
年
お
く
れ
の
年
と
の
相
関
度
は
、
公
共
事
業
費
総
額
と
農
業
籾
所
得

の
相
関
の
場
合
に
く
ら
べ
、
は
る
か
に
大
き
な
値
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
こ
れ

以
上
独
立
投
資
と
し
て
の
財
政
投
資
の
一
部
で
あ
る
公
共
事
業
費
と
農
業
所
得
の
増
加
と
の
間
に
は
、
一
定
の
時
間
的
な
ズ
レ
を
お
い
て
、
正
の
相
関
が
あ
る

こ
と
が
分
っ
た
。
そ
の
相
関
係
数
は
農
業
関
係
費
の
場
合
に
は
投
資
当
該
年
に
お
い
て
最
高
で

0
・
七
五
、
公
共
事
業
費
総
額
の
場
合
は
投
資
の
翌
年
で
最
高
で

0
・
五
七
と
計
測
さ
れ
た
。
財
政
投
資
の
作
用
、
効
果
が
所
得
に
反
映
す
る
と
い
う
仮
定
に
た
て
ば
、
以
上
の
事
実
は
、

農
業
関
係
投
資
の
効
果
は
そ
の
年
に
最



も
強
く
、
公
共
事
業
一
般
の
効
果
は
投
資
に
-
年
後
れ
で
現
わ
れ
る
こ
と
を
一
万
す
と
み
て
よ
い
訳
で
あ
る
。
(
註
刊
)
そ
こ
で
こ
の
関
係
を
前
提
に
し
て
、
連
続
的
に

投
入
さ
れ
る
財
政
投
資
の
変
化
が
農
業
の
所
得
成
長
率
の
変
化
に
ど
う
作
用
す
る
か
を
続
い
て
明
ら
か
に
し
て
ゆ
こ
う
。

註
側
相
関
の
最
も
強
い

H

ケ
l
ス
H

を
探
す
際
に
、
四
年
以
上
の
ズ
レ
の
「
ケ

1
ス
」
に
就
い
て
は
点
検
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
財
政
投
資
の
な
か
に
比

較
的
長
い
期
間
を
経
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
果
が
現
れ
て
来
な
い
よ
う
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
無
視
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
少
く
と
も

農
業
粗
生
生
産
の
増
大
に
対
す
る
公
共
事
業
費
の
総
体
的
作
用
は
割
に
短
い
時
間
の
経
過
で
起
る
場
合
が
多
い
こ
と
を
を
予
想
し
、
本
文
記
載
の
四
つ
の

ケ
l
ス
に
就
い
て
計
算
を
試
み
た
処
、
時
間
の
経
過
と
共
に
相
関
が
稀
薄
に
な
る
傾
向
が
み
え
た
為
に
計
算
を
続
け
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

E 

財
政
投
資
の
作
用
と
所
得
成
長
の
財
政
投
資
弾
力
性

連
続
的
に
投
入
さ
れ
る
財
政
投
資
の
量
的
変
化
は
、
若
干
の
期
聞
を
お
い
て
、
こ
れ
に
対
応
す
る
農
業
所
得
の
変
化
を
惹
き
起
し
て
ゆ
く
、
農
業
の
発
展
に
対

す
る
財
政
投
資
の
作
用
と
い
う
の
は
、
こ
う
し
た
経
済
的
な
関
係
で
把
握
さ
れ
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
前
節
の
分
析
を
通
じ
て
、

事
後
的
に
は
北
海
道
の
場

合
、
公
共
事
業
費
総
額
に
対
し
て
は
一
年
お
く
れ
て
、
農
業
関
係
費
に
対
し
て
は
殆
ん
ど
遅
れ
ず
に
、
農
業
粗
生
産
額
つ
ま
り
農
業
粗
所
得
の
変
化
が
対
応
し
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
い
ま
や
我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
時
間
的
対
応
の
関
係
を
基
礎
と
し
て
、
財
政
投
資
変
動
と
こ
れ
に
応
ず
る
所
得
変
動
の
関
係
を
、
動
態
経

済
的
な
関
連
に
お
い
て
把
握
し
う
る
段
階
に
達
し
た
。
公
共
事
業
費
総
額
と
所
得
と
の
関
係
は
、
投
資
変
動
と
所
得
変
動
を
一
年
ヅ
ラ
シ
て
対
応
せ
し
む
る
こ
と

に
依
っ
て
把
み
う
る
し
、
農
業
関
係
資
に
つ
い
て
は
、
時
に
無
関
係
に
対
応
せ
し
め
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

処
で
、
投
資
変
動
、
所
得
変
動
を
長
期
動
態
的
な
側
面
即
ち
経
済
発
展
の
側
面
に
移
し
か
え
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
成
長
概
念
に
お
き
か
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
投
資
の
作
用
は
、
投
資
の
成
長
率
八
こ
れ
を
投
資
の
拡
大
率
と
呼
ぼ
う
〉
が
所
得
の
成
長
率
を
ど
の
程
度
動
か
す
か
と
い
う
こ
と
に
依
っ
て
客
観
化
さ
れ
る
。

h

v

d

「

¥

h
ド

同

ペ
止
を
所
得
一
を
投
資
と
す
れ
ば
、
こ
の
関
係
は

1
i
l
J
¥
1
1
1
1
の
関
係
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
式
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
弾
カ
性
を
一
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
こ

ベ
¥
同

こ
で
は
云
は
ば
、
所
得
成
長
の
財
政
投
資
弾
力
性
と
い
う
べ
き
も
の
を
現
わ
し
て
い
る
。
こ
の
債
が
大
と
な
れ
ば
な
る
担
保
、
投
資
の
作
用
は
大
で
あ
り
、
逆
の
場

合
は
小
で
あ
る
と
い
え
る
訳
だ
。
続
い
て
こ
の
作
用
の
計
測
に
移
ろ
う
。

先
づ
投
資
の
拡
大
率
と
農
業
粗
所
得
の
成
長
率
と
を
算
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
掲
C
表
及
び

B
表
か
ら
、
公
共
事
業
費
総
額
並
び
に
農
業
関
係
費
の
拡

九
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次
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年

関
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0.29 0.0402 グ 14 
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1. 24 -0.0263 一0.03261/ 24 
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中
年

総公共事業費|農業所得成長の
拡 大 率 l財政投資持力性

農業粗所得
成長率

t心
次

-0.0189 0.0519 日召平日10

2. i3 0.0308 0.0654 グ 15

0.0029 0.1105 " 20 

昭和 3，...，12
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昭和 8，...，12
ーャ13，-22

昭和13，...，22
→18"'27 

昭和18"'27
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t
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胃

l期

四
O 

-4.38 

大
率
と
農
業
生
産
額
の
成
長
率
八
農
業
生
産
額
に
つ
い
て
は
昭
和

二
年
を
期
首
と
す
る
も
の
と
、

一
年
ヅ
レ
た
昭
和
三
年
を
期
首
と

す
る
も
の
〉
を
夫
々
五
ヶ
年
重
ね
合
せ
の
年
平
均
拡
大
率
或
は
成

長
率
と
ん
て
計
算
す
る
と
、

D
表
!
一
、

D
表

l
二
を
得
る
。

農
業
粗
所
得
は
昭
和
二
年
か
ら
同
十
六
年
に
か
け
て
は
年
平
均

0.0276 

四
・
五
%
、

昭
和
七
乃
至
二
一
年
に
は
四
・
O
%
の
成
長
率
を
一
ポ

す
o

こ
れ
は
我
が
国
の
国
民
所
得
の
同
時
期
の
成
長
率
に
匹
敵
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
喜
四
)
昭
和
十
一
乃
至
二
六
年
に
は
、
こ
れ
が

更
に
七
・
九
%
と
急
激
に
の
び
非
常
に
高
い
成
長
を
実
現
し
て
い

-0.1207 

る
o

然
し
そ
の
後
成
長
率
の
上
昇
は
と
ま
り
、
昭
和
十
七
乃
至
三

一
年
間
で
は
年
平
均
三
・
二
%
の
負
の
成
長
を
一
示
す
に
到
っ
て
い

る
。
昭
和
十
七

l
一
二
一
年
期
間
で
粗
所
得
の
成
長
率
が
負
の
値
を

と
っ
た
の
は
、
前
期
の
成
長
が
著
る
し
く
高
か
っ
た
こ
と
と
併
せ

て
、
昭
和
二
十
八
年
以
降
の
連
年
災
害
で
生
産
が
減
退
、
粗
所
得

" 25 

が
著
る
し
く
減
少
し
た
為
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

中
心
年
次
を
一
年
あ
と
に
ズ
ラ
し
た
場
合
の
粗
所
得
成
長
率
は

昭
和
三
乃
至
十
七
年
で
五
・
一
九

%
、
昭
和
二
十
八
乃
至
二
十
二
年
で
六
・
五
四
%
、
昭
和
十
三
乃

D
l二
表
に
み
ら
れ
る
通
り
、

至
二
十
二
年
で
十
一
・
O
五
%
、
そ
し
て
昭
和
十
八
乃
至
三
十
一

年
で
は
付
十
二
・
O
%
と
な
る
。
こ
の
値
を
よ
く
み
る
と
.
中
心



年
次
を
一
年
前
に
お
い
た
も
の
と
、
か
な
り
違
う
こ
と
が
分
る
。
而
し
て
そ
の
値
は
総
て
相
対
的
に
大
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
選
の
農
業
で
、
生
産
の
変
動
が
非
常

に
激
し
く
、
計
算
期
間
に
大
豊
作
年
と
か
大
凶
作
年
が
一
つ
で
も
多
く
加
味
さ
れ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
そ
の
期
間
の
年
平
均
成
長
率
が
著
る
し
く
変
っ
て
し
ま
う

こ
と
を
示
す
も
の
と
思
は
れ
る
。

次
い
で
、
こ
れ
に
対
応
す
る
財
政
投
資
の
鉱
大
率
に
就
い
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
拡
大
率
と
い
う
の
は
、
所
得
の
成
長
率
と
同
じ
方
法
で
算
定
さ
れ
た
定
期
的
な

変
化
率
で
あ
る
。
既
に
回
帰
直
線
を
当
て
絞
め
て
示
し
て
お
い
た
よ
う
に
計
算
の
全
期
聞
を
通
じ
て
、
財
政
投
資
は
実
額
で
は
年
々
増
大
の
趨
勢
を
も
っ
て
い
た
。

処
が
こ
れ
を
拡
大
率
の
面
か
ら
み
る
と

D
l
一
表
、

D
l二
表
各
第
二
欄
の
よ
う
に
な
る
。
先
づ
公
共
事
業
費
総
額
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
昭
二
昭
十
六
年
で
は
い
，

一
・
八
九
%
、
昭
七

i
昭
二
十
一
年
で
三
・
O
八
%
、
昭
十
二

i
二
十
六
年
で

0
・
ニ
九
%
そ
し
て
昭
十
七

l
三
十
一
年
期
間
で
二
・
七
六
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

み
る
と
投
資
量
の
変
動
が
大
き
く
、
期
間
に
依
っ
て
ム
ラ
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
次
に
農
業
関
係
費
に
つ
い
て
み
よ
う
。
こ
れ
で
は
昭
二
!
昭
十
六
年
で

0

・
七
三
%
、
昭
七
|
二
十
一
年
で
十
三
・
八
九
%
昭
十
二
1
1
二
十
六
年
で
八
・
六
三
%
そ
し
て
昭
十
七
|
三
十
一
年
期
間
で
は
付
二
・
六
三
%
と
な
っ
て
い
る
。
既
に

指
摘
し
た
処
で
も
あ
る
が
、
農
業
関
係
費
の
変
動
以
公
共
事
業
費
一
般
に
比
し
て
か
な
り
大
き
く
、
期
間
に
よ
っ
て
大
変
な
ム
ラ
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。

処
で
財
政
投
資
の
作
用
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
拡
大
率
が
或
る
程
度
の
大
き
さ
を
も
っ
時
期
に
つ
い
て
こ
れ
が
問
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら

ば
、
拡
大
率
が
極
め
て
小
な
る
値
を
示
す
場
合
に
は
財
政
投
資
の
積
駆
的
作
用
は
認
め
難
い
か
ら
で
あ
る
。
極
め
て
慾
意
的
で
は
あ
る
が
、
こ
の
小
論
で
は
拡
大
率

一
・
O
%
以
下
の
も
の
を
捨
て
、
こ
れ
以
上
の
も
の
の
み
を
問
題
に
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
こ
う
し
た
仮
定
の
も
と
で
は
公
共
事
業
費
総
額
に
つ
い
て
は
、
夫
々

三
・
O
八
%
、
二
・
七
六
%
の
拡
大
率
を
示
し
た
こ
つ
の
時
期
、
即
ち
昭
和
七
1

二
十
一
年
期
間
と
昭
和
十
七

l
三
十
一
年
期
間
、
農
業
関
係
費
に
つ
い
て
は
、

夫
今
ご
子
八
六
%
八
・
六
三
%
、
付
ニ
・
六
一
二
%
を
示
し
た
三
つ
の
時
期
即
ち
昭
七

l
二
十
一
年
期
間
、
昭
和
十
二

l
ニ
十
六
年
期
間
及
び
昭
和
十
七
l
三
十
一

年
期
聞
が
考
察
に
値
す
る
も
の
と
な
る
。

こ
れ
ら
撲
択
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
、
財
政
投
資
の
拡
大
率
に
対
応
す
る
農
業
粗
所
得
成
長
率
の
比
即
ち
農
業
所
得
成
長
の
財
政
投
資
弾
力
性
と
も
い
う
べ
き

も
の
を
計
測
す
る
と
、

D
l
一表、

D
l二
表
各
第
五
欄
に
示
す
結
果
を
得
る
。
公
共
事
業
費
総
額
に
関
し
て
は
昭
和
七

l
二
十
一
年
の
投
資
に
つ
い
て
ご
・
一

三
を
、
そ
し
て
昭
和
十
八

l
三
十
一
年
の
投
資
に
就
い
て
は
付
回
二
二
八
を
得
た
o

農
業
関
係
費
の
み
に
関
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
昭
和
七
|
二
十
一
年
の

投
資
に
就
い
て

0
・
二
九
、
昭
和
十
二

i
二
十
六
年
の
投
資
に
就
い
て

0
・
九
二
そ
し
て
昭
和
十
一
一
一
一
十
一
年
の
投
資
に
つ
い
て
一
・
二
四
と
な
る
。

四



四

こ
こ
で
公
共
事
業
費
総
額
の
昭
和
十
八

l
一
一
一
十
一
年
即
ち
戦
後
最
近
時
を
含
む
期
間
に
於
て
得
ら
れ
た
値
が
負
で
あ
る
こ
と
が
気
に
な
る
。
他
の
事
情
が
等
し

け
れ
ば
、
こ
れ
は
投
資
と
農
業
所
得
成
長
が
負
の
相
関
を
一
示
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
然
し
そ
う
し
た
こ
と
は
予
想
も
出
来
な
い
事
で
あ
る
。

そ
こ
で
弾
力
性
が
負
の
値
を
と
る
と
き
を
除
外
し
て
、
農
業
粗
所
得
成
長
の
財
政
投
資
弾
力
性
を
測
定
し
た
結
果
を
総
括
す
る
と
、
農
業
組
所
得
成
長
の
弾
力
性

は
、
公
共
事
業
費
総
額
に
対
し
て
は
二
・
二
二
、
農
業
関
係
資
に
対
し
て
は

0
・
二
九
及
び

0
・
九
二
並
び
に
一
・
二
三
と
な
る
。
こ
の
値
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
投

資
が
積
極
的
に
展
開
し
且
つ
経
済
的
異
常
が
所
得
成
長
を
品
川
に
転
ず
る
ま
で
作
用
し
な
か
っ
た
時
期
に
就
い
て
の
測
定
値
で
あ
る
。
投
資
拡
大
率
、
所
得
成
長
率

の
計
測
方
法
を
変
え
て
計
算
を
す
る
な
ら
ば
、
当
然
こ
の
値
は
変
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
は
試
算
値
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
然
し
、
少

く
と
も
こ
の
値
は
、
財
政
投
資
と
農
業
組
所
得
の
統
計
的
相
関
を
確
め
た
上
で
、
そ
の
対
応
関
係
を
決
定
し
た
計
算
の
結
果
で
あ
る
。
全
く
慾
意
的
な
も
の
で
は

な
い
。
従
っ
て
こ
の
結
果
に
依
っ
て
財
政
投
資
の
作
用
に
就
い
て
一
応
の
判
断
を
下
す
こ
と
が
赦
さ
れ
よ
う
。
計
算
に
誤
り
が
な
い
限
り
、
以
上
の
結
果
は
、

つ
に
は
、
北
海
道
の
農
業
粗
所
得
成
長
が
農
業
関
係
の
政
府
独
立
投
資
に
対
し
て
は
非
弾
力
的
な
も
か
ら
弾
力
的
な
も
の
に
と
変
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
二
つ
に

は
、
農
業
所
得
成
長
が
、
農
業
関
係
費
以
外
の
も
の
を
含
め
た
公
共
事
業
支
出
に
対
し
て
よ
り
一
一
層
弾
力
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
後
者
は
農
業
に
対
す

る
財
政
投
資
よ
り
も
農
業
外
え
の
投
資
を
も
含
め
た
も
の
の
方
が
、
農
業
の
粗
所
得
成
長
に
果
す
役
割
が
迄
に
大
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
し
叉
、
前
点
唱
は
農
業

に
対
す
る
独
立
投
資
の
効
果
が
農
業
外
投
資
を
含
め
た
公
共
事
業
費
総
額
の
効
果
に
く
ら
べ
る
と
小
さ
い
が
、
勿
論
こ
れ
と
て
無
視
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

く
、
而
も
そ
れ
は
漸
次
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

農
業
に
対
す
る
投
資
よ
り
も
農
業
外
投
資
を
含
め
た
も
の
が
、
何
故
に
大
き
な
効
果
を
一
示
す
か
、
農
業
関
係
費
の
効
果
が
何
故
に
漸
増
し
て
き
で
い
る
か
等
に

つ
い
て
は
、
こ
こ
で
直
ち
に
断
定
歩
}
下
し
え
な
い
。
そ
れ
は
投
資
の
大
き
さ
、
そ
の
変
動
並
び
に
投
資
の
作
用
経
路
等
の
違
い
に
依
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点

は
叉
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

註
(11) 

中
山
伊
知
郎
編
日
本
経
済
の
構
造
分
析
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結

以
上
の
分
析
を
通
じ
て
、
昭
和
二
年
以
降
今
日
に
到
る
ま
で
の
北
海
道
農
業
の
発
展
を
粗
所
得
の
成
長
率
に
把
え
、
こ
れ
に
対
し
て
政
府
の
独
立
投
資
が
ど
の

よ
う
な
関
連
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
作
用
、
効
果
を
も
つ
か
を
、
相
関
係
数
、
弾
力
性
計
測
等
の
手
段
を
通
じ
て
実
証
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

立
論
に
あ
た
っ
て
、
政
府
の
独
立
投
資
に
つ
い
て
は
、
そ
の
本
道
え
の
投
入
総
額
が
不
明
の
為
に
公
共
事
業
費
の
み
を
と
り
あ
げ
て
そ
の
作
用
、
効
果
を
追
究

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
、
投
資
の
作
用
効
果
分
析
を
一
面
的
な
も
の
に
し
、
叉
所
得
に
つ
い
て
は
ネ
ッ
ト
が
得
ら
れ
な
い
為
に
グ
ロ
ス
を
用
い
た
が
、
そ

の
グ
ロ
ス
す
ら
得
ら
れ
な
い
年
も
あ
っ
て
こ
れ
を
推
計
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
所
得
資
料
が
真
に
本
道
農
業
の
経
済
的
成
長
を
示
す
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
と
い

う
事
も
あ
っ
て
、
実
証
分
析
と
し
て
の
結
果
は
限
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
。

然
し
生
産
経
済
の
側
面
に
お
け
る
農
業
発
展
に
対
す
る
公
共
事
業
費
支
出
及
び
農
業
関
係
費
の
役
割
を
考
え
る
こ
と
を
通
じ
て
、
農
業
の
経
済
的
発
展
に
対
す

る
財
政
投
資
の
役
割
を
長
期
動
態
的
な
関
連
に
於
て
数
量
的
に
客
観
化
す
る
と
い
う
問
題
に
知
見
を
加
え
た
積
り
で
あ
る
。
こ
の
分
析
を
通
じ
て
、
農
業
の
生
産

性
上
昇
に
対
す
る
財
政
投
資
の
作
用
、
効
果
が
ど
の
伎
の
大
き
さ
の
も
の
で
あ
り
叉
ど
う
変
っ
て
き
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
し
叉
農
業
え
の
財
政
投
資

だ
け
の
効
呆
よ
り
も
、
農
業
外
え
の
財
政
投
資
を
含
め
た
も
の
の
方
が
効
果
が
大
き
い
こ
と
を
も
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
然
し
、
こ
う
し
た
結
果
を
得
る
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
で
、
我
々
は
二

l
二
一
の
問
題
に
逢
着
し
た
。
我
々
は
そ
れ
ら
の
問
題
を
仮
定
を
設
け
て
処
理
し
た
上
で
、
実
証
分
析
を
結
論
に
導
い
た
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
小
論
は
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
試
論
に
す
ぎ
な
い
。
寧
ろ
問
題
を
将
来
に
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
初
め
か
ら
今
度
の
投
資
効
果
分
析
に
組
み
入
れ
な

か
っ
た
問
題
と
共
に
将
来
の
研
究
課
題
と
な
ろ
う
。
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東
畑
精
一
・
大
川
一
一
可
編
日
本
の
経
済
と
農
業
(
上
巻
)
岩
波
書
応

大
川
一
司
著
農
業
の
経
済
分
析
大
明
堂
昭
一
一
一
十
年

森
嶋
道
夫
著
資
本
主
義
経
済
の
変
動
理
論
創
文
社
刊
(
昭
三
十
)
一
一
一
ニ

l
一
一
七
頁
、

高
田
保
馬
編
経
済
成
長
の
研
究
第
三
巻
阪
大
社
会
経
済
研
究
室
刊
(
昭
三
十
二
年
)

中
山
伊
知
郎
編
日
本
経
済
の
構
造
分
析
(
上
〕
東
洋
経
済
新
報
、
昭
二
十
九
年
刊

北
海
道
刊
北
海
道
に
於
け
る
公
共
事
業
の
調
査
研
究
昭
三
十
三
年

伊
藤
俊
夫
編
北
海
道
に
お
け
る
資
本
と
農
業
総
長
研
昭
和
三
十
一
二
年

市
岡
幸
三
若
北
海
道
の
経
済
と
財
政
、
東
洋
経
済
新
報
社
昭
二
十
八
年

側

資

料

出

血

〈

O
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海
道
統
計
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刊
北
海
道
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本
部
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海
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地
方
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書
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O
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要
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道
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業
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月
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